
 - 1 - 

第14回 糸 魚 川 市 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

                               

 

１ 日時    令和３年10月26日(火) 14時から 

 

２ 会場    糸魚川市役所 201・202会議室 

 

３ 出席委員  教 育 長   靏本 修一 

        教育長職務代理   谷口 一之 

        委   員   塚田 京子 

        委   員   齊藤 里沙 

      委   員   山本  修  

 

４ 委員以外の出席者 

        教育次長    磯野  茂 

        こども課    課 長 磯野  豊  課長補佐 室橋 淳次  

                係 長 関澤  仁  

        こども教育課  課 長 冨永 浩文  参 事 小野  聡  

                係 長 川原 隆行 

        生涯学習課   課 長 穂苅  真   

        文化振興課   課 長 伊藤章一郎  課長補佐 伊藤 伸一 

        市民会館    係 長 榊  正喜 

        書記      こども課主査 佐藤 恵美 

                                     

５ 報  告 

   報告第 32号 令和３年度全国学力・学習状況調査の結果と今後の課題について 

 

報告第 33号 通学路における合同点検安全対策検討結果について 

 

報告第 34号 糸魚川市能生学校給食センター給食調理等業務委託候補者選定委員 

会委員の委嘱について  

 

報告第 35号 各課・機関所管事項について 

   

 

６ 会議録署名委員の指名 ３番  齊藤委員 

 

 

７ 傍聴者         なし 
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教育長 

 

 

こども教育課参事 

教育長 

谷口委員 

 

 

 

 

こども教育課参事 

 

 

 

 

 

 

塚田委員 

 

こども教育課参事 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

こども教育課参事 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

これより第14回教育委員会定例会を開会する。 

報告第 32 号令和３年度全国学力・学習状況調査の結果と今後の課

題について、事務局の説明を求める。 

 （資料に基づき説明） 

今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 小学校の正答率が落ちている。これまで小学校は全国平均値より

高く、中学校が低い傾向があったが、近年は中学校の頑張りが出て

いる。小学校からの基礎学力が定着している結果かもしれない。課

題の家庭学習については、これまでもずっと課題とされていて、メ

ディアとの関係もあるが、今後の取り組みとして何か考えはあるか。 

すぐに課題が分かり、その部分を直せばというものではない。学

校差も大きい。まずは自校の課題をしっかり分析し、どんな策を立

て取り組んでいくか、教育委員会でも強調していく。また、思考・

判断・表現の記述式問題は、以前から課題である。主体的な学び、

協力や交流により、自分の意見を深めていく学習スタイルを目標と

して取り組んでいるが、まだ、定着しない部分もある。その部分も

含め、呼び掛けていきたい。 

小学校の結果で隂山メソッド取組成果が見られないが、取組は継

続されているか。 

隂山メソッドは集中力を高め、基礎的な部分や計算力や漢字習得

を高めていくもので、この調査にはすぐに反映しにくい部分がある

が、少しずつ数字に表れてほしいのも事実である。隂山メソッドは、

学力向上いといがわプランで、各校しっかり取り組み、計算や漢字

については向上しており、少しずつ結果に表れてきている。 

 学習に前向きな傾向や自己有用感が全国を上回っていることは大

変すばらしい。どんな取組がどこへ結びついていくか、調査等で分

かれば教えてほしい。 

 学年学級での差はあるが、小学校での総合学習や地域との関わり

といった取組や、中学校も、海岸清掃や青海中学校で防災キャンプ

を実施したように、地域に貢献できる総合学習で少しずつ子どもた

ちに意識させるような活動展開を各校で工夫して行って部分が結果

として出てきていると分析している。 

 正答率は、問題数が 14 問と少なく、１問の差で率が大きく違って

くるため、プラスマイナス５ポイントは、大差がないと考えると、

全国平均並みの学力がついていると思う。県と比較しても、小学校

の算数は高く、それも成果の現れである。生活習慣や学習環境等に

関する質問紙調査の結果をきちんと分析し、どう取り組むか教育委

員会からも指導していただきたい。 

ほかにご質疑はないか。 
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委員 

 

教育長 

 

こども教育課係長 

教育長 

塚田委員 

 

 

こども教育課係長 

谷口委員 

 

齊藤委員 

 

 

 

こども教育課係長 

 

 

齊藤委員 

 

こども教育課係長 

 

谷口委員 

 

 

こども教育課係長 

 

 

塚田委員 

こども教育課係長 

 

 

 

塚田委員 

教育次長 

 

 

 

教育長 

（「なし」の声あり。） 

 

報告第 33 号通学路における合同点検安全対策検討結果について、

事務局の説明を求める。 

（資料に基づき説明） 

今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 すぐに取り組める安全指導や注意喚起は、スピード感をもって対

応してほしい。どのように学校や保護者へ伝え、この結果を生かし

ていくのか。 

 この結果は、学校に伝え、学校から保護者へ説明する。 

 道路表示や歩道が綺麗になり、効果を感じる箇所がある。可能な

限り、危険だと思われるところから整備をお願いしたい。 

 糸魚川地域は車の速度が速く、高齢の運転者も多いが、子どもた

ちもこの地域の交通状況を認識して生活することが大切である。中

能生小学校で「制限速度は地域の声が様々」と記載があるが、どう

いうことか。 

 学校や地域住民からは、制限速度を下げてほしいとの意見がある

が、見通しが良く交通量の少ない山沿いの道では、逆に制限速度を

見直してほしいとする意見もあり、地域の中でも様々な意見がある。 

 通学の時間帯など、時間で速度制限を変更する対応もできるので

はないか。 

 現在のところ考えてはいないが、時間帯やエリアでの規制を検討

することも可能かと思う。 

今回の報告に中学校区の部分がないが、時間や天候等により保護

者の車での送迎も多く、地域からの苦情もあると聞いている。実際

に危険な状況にあれば、対応してほしい。 

 基本的に保護者の車での送迎は禁止となっているが、状況により

そういった場面はある。今後もできるだけ危険を回避する対応をし

ていく。 

 防犯上の危険箇所点検も実施されているか。 

 今回の点検は交通安全対策が主なものとなっているが、ガードや

照明の設置等の意見もあるため、防犯上の対応も含まれていると認

識しているが、不審者対応についての部分等は少し不足していると

思う。 

 防犯カメラの設置状況の把握もお願いしたい。 

 市では自治会での設置のほか、さらなる普及のため、事業所での

設置も補助対象としている。また、動く防犯カメラとして、ドライ

ブレコーダーの設置も普及させていくことで、市民と児童生徒の安

全を守っていけるよう、関係課と連携し、対応していきたい。 

ほかにご質疑はないか。 
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委員 

 

教育長 

 

こども課長 

教育長 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塚田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷口委員 

 

 

 

こども課長補佐 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

（「なし」の声あり。） 

 

報告第 34 号、糸魚川市能生学校給食センター給食調理員等業務委

託候補者選定委員会委員の委嘱について、事務局の説明を求める。 

（資料に基づき説明） 

今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

（「なし」の声あり。） 

 

報告第 35 号各課、機関所管事項について、事務局の説明を求める。 

（資料に基づき説明） 

こども課 所管事項報告 

 こども教育課 所管事項報告 

 生涯学習課 所管事項報告 

 文化振興課 所管事項報告 

 図書館 所管事項報告 

 博物館 所管事項報告 

 市民会館 所管事項報告 

 

 今年度のキャリアフェスティバルは、昨年度よりもレベルが上が

った印象を受けた。参加企業数も増えたことはもちろん、昨年度は

リクルート的な説明をする企業もあったが、今回は仕事のやりがい

など共通のテーマに沿って話されていた。またヒューマンコーナー

のように、東京で働いていた人が地元糸魚川市に戻り、生き生きと

活動する話を聞けたことも、子どもたちに刺激を与え、良い機会だ

った。大人たちの熱意を中学生に伝えることができたキャリアフェ

スティバルであった。また、様々な工夫で準備した事務局側の熱意

もすごく伝わってきた。生徒の感想投票も企業側に良い刺激を与え、

とても分かりやすかった。 

 同じ企業でも話す人により、思いも様々でいろんな伝わり方があ

り良かった。企業側も工夫され、子どもたちみんな熱心に話を聞い

ていた。キャリアフェスティバルを実施するにあたり、長野県伊那

市の視察であったが、伊那市との違いがあったら教えてほしい。 

 伊那市の参加団体には、地元の消防団や伝統芸能団体等の参加や、

ヒューマンコーナーの設置、屋外での車両展示も多くあった。また、

お昼に地元のローメンや五平餅等の飲食提供もしていた。糸魚川市

総合体育館サイズの施設が２つ並んだ会場で、非常に恵まれた施設

環境で実施している。 

 いじめの認知件数が増えているが、これは大人に話せる環境があ

るともいえる。件数等の数字にとらわれず、ただ不登校児童生徒を

登校させるための取り組みではなく、一人一人の心を軽くすること
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山本委員 

 

 

 

 

 

こども教育課長 

 

 

谷口委員 

 

 

教育長 

委員 

 

教育次長 

 

 

 

 

教育長 

に注力してもらいたい。キャリアフェスティバルは働くことの楽し

さがしっかり伝わっていた。企業だけでなく、ＮＰＯ法人等、社会

的に活躍する大人の生活や話も聞けるよう発展していくと糸魚川市

を凝縮したものになる。来年度も期待している。 

 不登校児童生徒がすぐに登校することは難しいと思うが、保護者

とよく相談し、登校周期を決めていくべきで、30 日以上欠席の児童

生徒の中には、週に１日の登校が週２回通えるようになったり、数

字には表れないが、学校や保護者の頑張りで、少しずついい方向に

向かっている子どももいる。今後も保護者への元気づけや子どもの

指導にあたってほしい。 

 不登校を数字でみると断片的にしか見えないが、それぞれ、子ど

もや家庭の事情があるため、とにかく子どもと保護者に寄り添い、

いろいろな人がいろんな場面で関わる対応をしていきたい。 

 子どもたちのスポーツでの活躍がとてもうれいしい。また、継続

し取り組む大人もいて、その姿を見て子どもが成長していくと思う。

これからも応援していきたい。 

他にご質疑はないか。 

（「なし」の声あり。） 

 

次回教育委員会定例会開催 

令和３年 11 月 24 日(水) 16 時から 

 

その他  特になし 

 

令和３年度第 14 回の教育委員会定例会を閉会する。 

 

15:15  終了 

 

 

 


